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田 中 実 (東大物性研)
一般に流体に よって散乱された光のスペク トル強度分布は,流体中の屈折
率の局所的なゆ らぎの自乗平均のフー リエ (時空)成分に比例する｡ 従って
中性子非断性散乱の微分断面積S(q･W)と対比 して,流体中の密度の時空相関
に対す る知識をスペク トル強度分布か ら得 られる｡可視光の散乱の際の波数
ベク トルの変化はたかだか 105cm～1 までであるから, S (q･W)の場合
の長波長極限の実験に対応す る｡ 中睦子散乱の場合に困難なこの長波長極限
を調べる目的で,スペク トル分布の詳しい実験か最近 2, 5の涯体のTc 近
傍で行われ,理論との比較が 試み られてい る｡
しか るに,スペク トル分布 とゆ らぎの擁係については, Landau-praczek
の式を拡張した形の下の単現象論的な式か用い られている｡
∂e _oo










ポテ ン シャルの強さが周軸の核との相互作用でゆ らいでいる例になろうo 従
ってスペク トル強度はG (r, t)のみならず,高次の時空相的関数を含む
形で導かれ る. 但し普通はretardation効果は無視できるか ら,申優子の多
現 在 は 東北 大エ
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